
石神遺跡SE800
出土土器の再検討

石神遺跡では、斉Il)cj朝と目されるその最も艶備された

段附 (A-3 期)には正般にあたる庇付の東西棟~物を長

大な~物で囲んだ南北に長い長方形区ii1Ilが 2 つ並んでい

争。表題の井戸SE800は束の区画の南辺中央にあってA

J~jの初めから存在し、 BJ切には廃絶しており、 A則の建

物等と命運を t.bにする遺構であり、その出土土総は追

跡の始まりと変遷、性絡の究明にとって重要である。

井戸SE800出土の土器については、 r藤原概報 15J上

で飛鳥山に位置づけ られるものがある ことを報告してい

るが、提示した土器にはより古い段階の土総が含まれ、

すべてが飛鳥UIの標識になるわけでないことは自明のこ

とであった。 しかし、 主に年代の指標となっている杯類

が少ないにも関わらず、一部で飛鳥111の基準資料にあげ

たこ tもあって、無用な浪乱を生じる恐れがあった。ま

た、飛鳥藤原宮跡発掘調査部では、近年新たに追加され

た川原寺下府、盟inl寺下町、 山田寺下層、飛.fM也遺跡、

甘樫丘束箆など、おもに飛鳥 I-IIの土器群について当

該年度のF藤原概報』誌上に概要を報告するととむに、「飛

鳥地域土器編年基準資料」の公刊にむけて飛.r.~ 1 -V全

体の再検討を進めつつあるが、その一環として飛鳥IIIま

での土器が含まれる弁戸の「一括造物」の検討は必要な

作業て‘もある。

遺構と層序 井戸は杉の巨木を半裁して厚さ18cmにくり

抜き杏仁形に合わせたヲl'戸枠をもち、周囲には玉石を方

形に敷き詰め、その外側には、北を除〈三方に側石守立

てて、東西5.3m、南北6.7m、i奈さ約 1mの方形石組池

状をなす。井戸枠は東西内法1.2-1.37m、尚北内法

0.67-0.8mで底から15-35cmの高さに40cm程の円窓を

あけて1151.水口 tする。井戸の底は石敷而からのi奈さ3.8m

にあり、深さと狭さから井戸i変えは不可能であったとみ

られる。 井戸のj暗序は 4府に大別される。石敷から1.6m

までの灰褐色粘質土(11M)は埋立の最終段階あるいは

その後に掘られた石!放を破威する土坑に|剥り、2.4mまで

のパラスl苦(2層)は人頭大の石が詰まった短期11¥1の埋

立土で、 その下3mまでの砂府 (3府) も人頭大の石が

多iitに混じる埋立土である。これに対して3.7mまでの4
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府には有機物が多量に含まれ、上 ・下端が枠に聞けられ

た1151.水口のおきに一致していることからも使用時の続税

土とみられる。土器は 2I討の下半、 3層、 4府上半に多

〈、約200~肉体の土師器・須忠告号があるが、土師是非製、須

恵ー時平瓢 ・蛮類の出土量の多きが目立ち、杯類は全体の

数%程度と少量で、 しかも土師総杯C.杯G・杯Hであ

り須忠告寺中不類は全体で数点しかなL、。

土器の年代観と系統 図は土師器杯Ct.須恵器平瓶ぞ1M

位別に示したもので、上府ほど土問i器杯Cの口径に対す

る時73の:日IJ合(径市指数)が小さくなり、平瓶では{本部

の丸みが取れて日が張る傾向にあり、上層11t.新しい傾

向にあるこ tは明白である。また平瓶には体部にカキ目

を施すものとナデ調整のものがあるが、器形変化の方向

はj産地主?興にする tみられる両者に共通しており、 この

井戸の府序は安定したものとみなすことができる。

そ こ で各市の土師器杯C~従来の編年基準に照らす と

11Mの土師器杯CIIは径向指数25-27前後で飛鳥IVに位

世づけられ、 2I百は口径15.5cm、おき4.6cm、径高指数30

前後で飛.r.~ I日 、 3 府は径~'，'j指数31-32で杯C 1 (5)の底

部をへラケズリしない点でも坂悶寺SG100を基準とす

る飛鳥IIに近い内容である。そして 4層は、杯CII (6) 

が口径13.8cm、了おき4.6cm、径向指数33て¥底部を 3分古IJ

で削るが、飛鳥IIの坂田寺SG100には底部を削る杯CII

はみられないこと、杯C1 (7)が丸底で器市が高〈、底

部外而を 5 分割lて" I~IJ り、内而には太いH音文を 2 段に施す

が、二段H昔文の杯C1は

飛品Iの新しい段階であ

る山田寺下府資料にも残

るこ tから飛鳥 Iに属す

ると考rえられる。すなわ

ち、井戸SE800は飛鳥I

に始まり、飛鳥UIで廃絶

し、飛nIVに壊されてい

るのである。
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ところで、廃絶時を示

す2府の 3は法fJ:の上で

は飛.r.~ 1IJ に服すが通常の

杯Cとは)J台土色調を輿に

するうえに、底部を 5分 u 終ミミ点機
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;切でケズリ、時文はナデ 井戸SE800土層模式図 1: 50 
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制3繋経に近いブ方J法てで''!ì胞包し fた'~ Jj茨奥で宅~1質fの杯C てで‘ああり札、 7飛|除E、t!ι!
飛.!ω辺:~ [(山[(の悲準資料とするに lは立問題カがfある 。

また、 4 ~日 の 6 ・ 7 は内而の暗文が太い.'Aa:が特徴で、

類例は飛，U地域では、盟iill宮推定地 ・111凹寺下}(1から，'1'，

土しているが、大阪府藤井寺市周辺の追跡からは同じ太

い時文を施した正月杯など月IJ器種と共に多数/1'，土している。

S E800からは杯類の少なさもあって4)荷に紛れ、時文の

杯Cはないが、 3府に日後16.6cm、市さ6.3cm、径向指数

38で外l侃を5分;tiIJケズ.リの後へラミガキし、1*1而に紛Il、

一段放射H苛文を密に胞した飛鳥 Iの杯C1があり、両者

l立大L、昭文の杯Cが丸底なるが故に総正:jカ吋:i<径向指数

が幾分大きくなるものの概ね一致する。 このこと は太い

|市文をも っ6・7は飛ι地域で通有の杯Cではなく製作
者 (j也)を ~N にする月IJ系統の杯Cであるとみられると Jた

に、このl昨JtJjの土r.iIIおにはそうした系統の述いを越えた

税絡性があることを示 しており、土器の年代観はその'1'

にみることができる。

飛鳥Iの杯Cに飛鳥地域にj昌平Tの一幹とは災.なる群別

があることについては、すでに."・樫丘京飽の焼け土府出

土土器の特徴と して報f与されているが、それらは内而の

11ft".文が太いものの口紘部の形状などで6・?と ら違った

一群であり、その単位はかなり小さな もの と惟定できる。

今回除外した杯Gについても口縁部の形 UJ台土の述いに

よる細分が可能であって、 こ の時JtJJの杯類はf'~1性的で多

様である。 そもそも製作技法のljI1なる杯C、杯G、杯H

自体が互いにほぼ似通っ た法i止とr.fJf~ をも っ た祁類であ

り、追跡や追椛の違いによ って五いの構成比が異なる こ

とも報告されており 、土師協の煮沸共にみられる手法の

-+11 ;主による 「型」と杯~Jiの系統 ・群別を |見I~づけて把握

することによって追跡の性絡をナ悦定する手がかりとなり

そう・である 。 須恵器n~:ï;友共等のJ嘩地の検討とともに、後

品I:.jをJtJjしたい。 (西口寄生/J1H~(証，，;(山・跡発J払;!j'1t笥l)
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